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to the applicabilitY or the abovementioned
pl･lnCiple.
論







に成立 した ASA (Association ofSoutheast













ようにして第 1歩を踏み出したのか ? この
問いは今日のASEANに至る地域協力の沿革
を知る上でも,この地域における国際関係一



























































り, 自らは独立後最初の総選挙 (8月 )に力
を注いだ｡ 首相再任 (同月)後も60年 8月ま
では, イスマイルが外相を務めた｡
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共産ゲ リラの問題に悩まされていた ｡ ラーマ
ンの国内共産ゲ リラに対する見方は,経済の
低迷が共産ゲ リラ活動に養分を与えていると














義運動を抑えるた めの, (5) 親西欧および
非同盟諸国か ら成る, (6) 多国間条約機構

















化 していった ｡ マグサイサイ政権期 (1953-
1957年)は対米協力を最 も密接に進めた時期





































































































































されていた｡ この時期,サ リットは (1)他の
アジア諸国の考え方との調和を一層もたらす








































































ゆ く方法を念頭に置いて いる｡ (ll)この機
















































行 うこと,の3点で基本的合意に達 した ｡ そ
の後,特使はタナットとも会談して帰国し,
ここにおいて続いて 開かれる専門家会議の







SoutheastAsian States:東南 ア ジア国家
連合) となっていた06)この発表は,4月の
基本的合意に基づいて,(1)東商アジアが実





























同が求められてきた ｡ 既述 したラーマン書簡

















































































































両 日であった｡これが,第 1回 ASA 外相会
議 となる｡ 参加 したラーマン, セラノ, タ
ナットの3回外相は初 日の会談後,ASA 設
立宣言 (いわゆるバンコク宣言)を発表 した ｡
これによると,(1) ASA の目的は経済 ･社




る,(3)経済 ･文化 ･教育 ･科学の各分野に
おける各国に共通する関心事項について情報
を交換す る, (4) 東南アジア研究の推進,




力,などがかかげられた ｡ さらに,ASA は
いかなる域外のブロックとも結びついていな
いし,いかなる国に敵対するもので もないと
述べ,ASA は福祉の向上,経済 ･社会 ･文
化の進歩を目的とする何か らも拘束されない
連合であるとしめ くくった ｡ 翌 日の会談後,
今度は ASA の組織に関する共同声明が発表
された ｡ そこでは,(1)年次外相会議, (2)
年次合同作業部会会議,(3)常務委員会,(4)





















よう｡ここで,視点を ｢どのように ASA は























































ているのみならず,こう した認知 ･態度 と
実際の協力行動 との間に相関が ある ことは
[Solidum 1974]も指摘 している｡ しか し,
このような指摘も,なぜ1958年から61年にか











生 じたのか ?,なぜ初期の相異す る構想 が






































た ｡ それ らは(云目的,(r21名称,檀)加盟国の範
囲,④法的根拠,E3〕組織,⑥設立手段,C1)発
足 日,檀)活動計画の計8個であるoしか し,
代案の要点 のみを 比較 す る という目的から
は,.'12十(iノj/)は本質的な項目ではな く,さらに
⑥は①に,し項ま(射 こ従属する問題である｡ し
たがって上の8変数を ｢日的 . ｢加盟国の範



































合いの中で表明することである｡川 ) 第 1の経
済に限るか,政治をも含めるかという立場の




































基本的分類軸 コ ミ ッ トメ ン ト
強 弱
目的-協力分野の範囲 政治を含む全分野 経済を中心とする限定された分野


















ンが ASAS案 (MPT2)を発表 した｡ (10)
翌61年2月には設立を決定した外相共同声明
(MPT3) が出 された｡ (ll) それ が6月の
合同作業 部会を 経て 7月 末の バンコク宣言




































C13) と C2- (C21,C22,C23) とにおいて ,cll≦
C21,C12≦C22,C13≦ C23のときに cl≦ C2と定義
すれば,半順序集合の要件 (1)cl≦ cl,(2)
cl≦ C2 かつ C2≦ clならば cl- C2,(3)cl≦ C2
かつ C2≦ C3 ならば cl≦ C3,の全てを満足す
るoそして ,cl≦ C2かつ cl≠ C2を cl< C2で表
わす｡換言すれば, cl≦ C2 とは cl< C2また

















嘉 回∴ せ･＼ 輩＼ヽ ⊂⊃'.一 ⊂⊃⊂⊃⊂)⊂) ,1 つ ⊂) ,一,.一
-L H鼓 也
-> _rT,顔′′'afこn 皿肇 1ー
(=) '-⊂⊃くつ ｢■＼ ⊂⊃ ⊂> ⊂⊃ ⊂>くつ
⊂>
富 ･∫ 三ト
蟹を_=Tギ∃ 三 三 三 三二 三L#
増減 軸賦 媒








6; 朴 朴戸 豆 掛
去 宕 忘監 Ⅰ 京
東 _藤 村
-R 卓二 と定 ど こ D と
壁 廷 回増 村 心 太 i<
rl J l'ト
蛋 空襲 聖顔粧 <欄Ⅲ † ご蚕
皿コ i<古 里#聖 出世 饗 . 性 琳#
.___I_ヰJ 富
饗粧性堪iu世辞 j三 ＼′ 粧 抽こ
髄憩憩悪意麗増 悪 愚生 要 望 憩
Ⅱ: N T-1 rT3亡■- くつ Cつ てr 卜 N 【､I..一 ▼･.1
&






零,3冥与も 淋 鍵 だ お 粥 仰
軽 輩 " 牌 神 勅 ,t や 淋 耐 油
･t卜 ,t へ撫 人 山 椅 ∽ 牢 へ
卜J＼T,卜恵卜 ニ 瑚 < 舌 n
1モll.T】 † 回 ∽ 匝1人



























けられる｡ しか し,同一 レグェルに属すタイ
プの間や, (1,0,0)と (0,1,1), (0,
l,0)と (1,0,1),(0,0,1)と(1,1,0)






















































図 2 コ ミッ トメン ト･タイプで示 した代案の流れ




















(MP)がなぜ見かけ上 Ml と等 しくなった
かが説明されな くてはならない｡そこで,Ml
と Plとを比較すると, 明らかに Ml<Pl
という順序関係が成立 している｡したがって,




コミットメン トの レグェルに落ち着 くという
特徴を もっている｡






あった｡ M3が もって い る多義性は次節 で
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詳 しく議論するが,コミットメントの弱い方















選ぶと (0,0,0)となる｡ これは MPTlに
等 しい｡したがって,この場合には最も弱い
コミットメント･タイプの政府の立場が合意




































































明の具体化をめざす流れ (MP- M2- M3)の
中で位置づけられるが,時期的にはタイ外務























































かも ｢最弱コミットメントの原理 . に従った
合意が成立 したかのような解釈 (たとえば,












ぜ非同盟諸国を加えた ASASの 実現を 諦め


















0) という合意形式に移行 したのか ? いうま
でもな く,MPT2<MPT3であるから,60年
暮れを境にして合意のコミットメント･タイ


























































ある｡ この決定か ら ASA発足まで半年で あった｡


















































































的 な邦語文献 はた とえば鈴木 [1970:169-
225]夜どであるが, Harsanyi[1977] が最
近までの成果をまとめている｡
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